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	入学・卒業

修了・中退

	
	S60年3月

S60年3月


S62年3月

S62年3月


H2年3月
	早稲田大学理工学部工業経営学科
早稲田大学理工学研究科博士前期課程
(オペレーションズリサーチ専修)
早稲田大学理工学研究科博士前期課程
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入学

修了
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	年 月 日
	名　称 [交付機関名]
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	H5年3月
	博士（工学）早稲田大学
	第1973号

	主たる研究業績
	論文数等（うち最近5年間）

	H13年5月　著書「ロジスティクス工学」

H17 3月 学術論文 “Effective Local Search Algorithms for Routing and Scheduling Problems with General Time Window Constraints”, Transportation Science 

H19年6月　著書「ロジスティクスの数理」

H19年10月　著書

「サプライ・チェイン最適化ハンドブック」
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H5年4月
H6年4月
H6年4月
H6年4月
H7年
H8年
H9年7月
H9年4月

H15年10月

H15年10月

H15年10月

H19年4月

H19年4月

H19年4月
	早稲田大学助手  （平成５年３月まで）
東京商船大学商船学部講師（応用システム分析論）
東京商船大学商船学部助教授(流通経営工学)

東京商船大学大学院商船学研究科博士前期課程専任助教授（流通管理特論）
埼玉大学工学部非常勤講師（オペレーションズリサーチ）（平成６年９月まで）
東京工業大学経営システム工学科非常勤講師（数理的ロジスティクス）（集中講義）
東京工業大学情報科学科非常勤講師（集中講義）
静岡大学工学部非常勤講師（平成９年９月まで）
東京商船大学大学院商船学研究科博士後期課程専任助教授
（流通最適化工学，交通計画工学演習）
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東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科博士後期課程専任准教授(現在に至る)

	学会及び社会における活動

	年　月　日
	事　　　　項

	S60年
H2年
H3年
H4年

H6年

H8年

H9年

H10年

H17年

H19
	日本オペレーションズリサーチ学会会員（現在に至る）
Operations Research Society of America (Student Member：平成元年まで)
The Institute of Management Science    (Student Member：平成元年まで)
Mathematical Programming Society (Member: 現在に至る) 

Operations Research Society of America (Associate Member：平成３年まで)  
The Institute of Management Science    (Associate Member：平成５年まで)  
日本応用数理学会会員（現在に至る） 

日本物流学会会員 （現在に至る）
Operations Research Society of America (Full Member：平成５年まで) 
Institute for Operations Research and the Management Sciences
(Member: 現在に至る)
日本都市計画学会会員

ACM会員

スケジューリング学会会員（現在に至る）
Associate Editor, Area 3, Japan Journal of Industrial and Applied Mathematics
Editor Board 2007-2009 International Journal of Revenue Management (IJRM) 

	賞　　　　罰

	年　月　日
	事　　　　項

	H5年

H15年

H19年
	大川賞 (Probabilistic Network Design Problem)   
日本OR学会普及賞
平成19年 SSOR Presentation Award

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記のとおり相違ありません。

　　　　　平成　19年　12月　21日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　久保　幹雄　　　　印




平成　19年　　12月　21日現在

　教育研究上の業績一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　久保　幹雄　　　　　　印

1.　学術論文

	発表・発行

年月日
	名　　　　称
	発表機関・

文献等の名称
	※

	H5年12月

H2年12月




H2年12月





H3年9月




H3年9月




H3年12月

H5年4月

H5年7月



H5年9月




H5年9月




H5年


H5年

H6年12月

H7年5月


H8年9月




H9年12月



H10年4月

H10年9月



H11年11月







H13年12月
H13年12月



H14年6月

H14年6月

H15年




H16年




H17年3月



H18年



H18年5月

H18年

	先行順序制約を有する巡回路問題に関する研究（博士論文）


Heuristic Algorithms for the Dial-A-Ride Problem
（共・寄与率約70％）




Randomized Decision Strategy for the Hierarchical Optimization Problems（共・寄与率約70％）

A Lagrangean Approach to the Facility Location Problem with Concave Costs（共・寄与率約70％）

The Precedence Constrained Traveling Salesman Problem
（共・寄与率約70％）

動的な環境の下での多対多の運搬経路問題
（共・寄与率約70％）

Tabu Searchのグラフ分割問題への適用と実験的解析
（共・寄与率約50％）

On Symmetric Subtour Problems（共・寄与率約70％）




The Probabilistic Network Design Problem
（共・寄与率約70％）



Network Design Cost Allocation Game
（共・寄与率約70％）



Vehicle Routing with Backhaul :
Asymptotic and Probabilistic Variation
（共・寄与率約70％）
The Freight Network Design Problem（共・寄与率約70％）
確率的巡回セールスマン問題と施設配置問題
（共・寄与率約70％）
Generic Local SearchとLife Span Method
（共・寄与率約70％）

分割配送路問題 
-ラグランジュ緩和を利用した解法について-
（共・寄与率約30％）

配送経路問題における費用分担について
（共・寄与率約30％）


電力設備補修計画における切除平面/分枝限定法
（共・寄与率約50％）

The Life Span Method - A New Variant of Local Search -
（共・寄与率約50％）


A VLSI Scan-Chain Optimization Algorithm for Multiple Scan-Paths（共・寄与率約30％）






メタ解法の新しいフレームワーク-階層的積木法を中心として（共・寄与率約50％）

自動販売機に対する在庫配送計画の事例
（共・寄与率約30％）



多段階ロットサイズ決定モデルに対する効率的な定式化
（共・寄与率約30％）

A Lagrangian Relaxation Approach for Multi-Echelon 
Capacitated Lot-Sizing（共・寄与率約30％）

Algorithms for the Item Assortment Problem: 
An Application to Vending Machine Products
（共・寄与率約30％）


An O(n2 log2n) Algorithm for Input-or-Output Test in Disjunctive Scheduling（共・寄与率約30％）



Effective Local Search Algorithms for Routing and Scheduling Problems with General Time Window Constraints
（共・寄与率約20％）

積替回数制約を持つ施設配置ネットワーク設計問題
（共・寄与率約30％）


容量制約をもつ多品種フローネットワーク設計問題に対する容量スケーリング法（共・寄与率約30％）

数理計画ソルバーを用いたメタ解法

	早稲田大学


Journal of 
Operations 
Research 
Society 
of Japan
Journal of 
Operations 
Research 
Society 
of Japan
Journal of 
Operations 
Research 
Society 
of Japan
Journal of 
Operations 
Research 
Society 
of Japan
日本経営工学
学会誌

電気学会論文誌
Japan Journal of 
Industrial and 
Applied 
Mathematics
Journal of 
Operations 
Research 
Society of Japan
Journal of 
Operations 
Research 
Society of Japan
日本物流学会


日本物流学会
日本経営工学
会誌
計測と制御


Journal of 
Operations 
Research 
Society of Japan
Journal of the 
Operations 
Research 
Society of Japan
日本応用数理
学会論文誌
Japan Journal of 
Industrial and 
Applied 
Mathematics
IEICE Transactions on 
Fundamentals of 
Electronics, 
Communications 
and Computer 
Sciences
電気学会論文誌


Journal of 
Operations 
Research 
Society of Japan
日本航海学会誌


日本物流学会誌


Japan Journal 
of  Industrial 
and  Applied  
Mathematics
Journal of 
Operations 
Research 
Society of Japan
Transportation 
Science


日本ロジスティクスシステム学会誌
日本物流学会誌


システム制御情報学会誌
	


2.　発表論文

	発表年月日
	名　　　　称
	発表機関・

文献等の名称
	※

	S61年


S62年



H5年

H6年

H6年


H6年

H7年


H7年

H8年

H8年


H8年


H8年11月

H9年


H10年


H10年


H10年
H12年

H14年

H16年

H16年


H17年

H18年
H18年10月


	巡回購買人問題（共・寄与率約80％）



在庫量を考慮した多期間運搬経路問題（共・寄与率約80％）


最大クリーク問題の近似解法に関するコメント

巡回セールスマン問題への招待 I


巡回セールスマン問題への招待 II


巡回セールスマン問題への招待 III


21世紀のOR

スケジューリングとTabu Search（共・寄与率約20％）


最適化ハンドブック

タダより安い数理計画入門


配送計画システム METRO (MEta Truck Routing Optimizer)
（共・寄与率約50％）
数理的ロジスティクス

自動車部品の混載輸送における輸送計画モデル
（共・寄与率約30％）
数理計画とシミュレーション
（共・寄与率約30％）
The Logic of Logistics


科学大仮説，13. 巡回セールスマン問題

ジョブショップスケジューリングにおける
変数固定テストの高速化（共・寄与率約？％）

サプライ・チェイン最適化システム

（共・寄与率約50％）

インターネット時代のロジスティクス


グリッド技術を用いたサプライ・チェイン最適化システム
（共・寄与率約50％）

モデリングのための覚え書き

グローバル・サプライ・チェイン最適化モデル

サプライ・チェイン最適化のモデルと事例



	早稲田大学
理工学研究所
報告書
早稲田大学
理工学研究所
報告書

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

応用数理

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

物流ダイジェスト
オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

学研ムック

第12回RAMPシンポジウム論文集

オペレーションズ・リサーチ

マテリアルフロー

オペレーションズ・リサーチ

オペレーションズ・リサーチ

経営システム

第18回RAMPシンポジウム論文集


	


3.　研究発表

	発表年月日
	題　　目　（実　技　等）
	発表機関等
	※

	S61年5月

S61年5月

H2年9月



H3年5月
H3年


H4年4月


H4年10月


H4年10月

H4年


H4年11月

H4年12月



H5年7月

H5年

H5年10月


H6年1月



H6年5月


H6年


H6年6月
H6年9月



H6年

H6年10月


H6年10月


H6年9月




H7年3月



H7年3月



H7年3月


H7年3月


H7年3月


H7年4月
H7年


H8年1月

H8年

H8年6月

H8年





H8年11月

H9年2月

H9年1月


H9年



H9年3月


H9年4月


H9年4月
H9年8月
H9年9月



H9年9月


H9年11月





H10年3月



H10年6月



H10年10月


H10年10月

H10年11月


H10年12月


H10年12月




H11年3月

H11年6月

H11年8月


H11年9月



H12年6月

H12年8月


H12年8月

H12年8月

H12年9月




H12年10月



H12年12月



H12年12月



H13年1月

H13年3月





H13年3月

H13年8月

H13年9月

H13年10月



H13年12月


H13年12月






H14年5月

H15年3月


H15年3月

H15年8月

H15年9月


H16年3月


H16年3月


H16年9月




H16年9月


H16年10月



H16年10月



H16年12月



H16年




H17年2月

H17年3月

H17年3月


H17年3月


H17年3月


H17年3月

H17年3月

H18年




H17年7月


H17年8月




H17年8月





H17年9月

H17年9月

H17年9月


H18年3月





H18年5月


H18年9月




H18年9月


H18年9月


H18年10月



H19年2月



H19年3月



H19年8月

H19年9月

H19年10月



H19年11月


	順序制約を持つ巡回セールスマン問題

時間によって変化するアーク長を持つ最短路問題

確率的組合せ最適化問題



動的な環境の下での多対多の運搬経路問題

On the Traveling Salesman Problem



On Probabilistic Integer Programming Problems



On Polyhedral Structure of Traveling Salesman Problem
A New Family of Valid Inequalities 
for the Traveling Salesman Problem
配送計画問題 -最新動向と今後の課題-



Tabu Searchのジョブショップスケジューリング問題への
適用と実験的解析
Local search の諸変形の統一的解釈と
scheduling 問題への適用



Logistics System and Mathematical Programming Models


物流における最適化手法の応用


An Approximate Algorithm 
for the Maximum Stable Set Problem 


Tabu Search and Simulated Annealing




FMSの投入順序決定のための
シミュレーション・最適化アプローチ


巡回セールスマン問題とその周辺



An Experimental Evaluation of Tabu Search Algorithms
Local SearchからSimulated Annealing, Tabu Searchへ




A Split Delivery Vehicle Routing Problem

Parameter Optimization of the Tabu Search 
for the Maximum Clique Problem

Fast Implementation and Experiments of n Queens' Problem



分割配送経路問題に対するラグランジュ緩和を利用した
Composite Algorithm




メタ解法とその周辺




クラスタリングを用いたグラフ分割問題へのメタ解法



Experimental Analysis of a Semidefinite Programming 
Approach to the Graph Partitioning Problem


巡回セールスマンゲームに関するいくつかの考察



配送経路問題における費用分担について



Tabu Searchとその変形

幹線配送計画問題



配送計画支援システム METRO 
(MEta Truck Routing Optimizer）とその適用事例

幹線配送計画問題とその一解法


Efficiency of Freight Consolidation 
in Automobile Parts Delivery

ロジスティクスネットワークの再構築方法






自動車部品の混載輸送における輸送計画モデル


最適配送システムによる計画管理


階層的積木法と運搬経路問題の事例への適用 
(Hierarchical Building Block Method and 
its Application to Real Vehicle Routing Problems) 

Scan-chain Optimization Algorithms 
for Multiple Scan-paths



NP-困難な組合せ最適化問題に対する近似解法
-巡回セールスマン問題を例として-

ロジスティクスにおける最適化ツールの開発



情報システムのできること/できないこと

ロジスティクスにおける最適化の応用

商業物流における配送計画シミュレーションの試み



ロジスティクスにおける最適化の応用



最適化アルゴリズムの最新動向-良いメタ解法の作り方-






階層的積木法-メタ解法の新しいフレームワーク-



ロジスティクスにおける最適化



VLSIマルチスキャンチェイン最適化アルゴリズム



資源制約付きスケジューリング最適化システム


サプライチェーン最適化への理論的アプローチ



巡回セールスマン問題に対する 
Lin-Kernighan 近傍を用いた Guided Local Search 
- 大規模問題に対する実装法を中心として-
サプライ・チェイン最適化システムについて




階層的積木法と集中化・多様化制御法
-メタ解法の2つの新しいフレームワーク

ロジスティクスにおける数理的最適化とその応用


Local Search Algorithms 
for the Constrained Routing Problem
- Implementation and Experimental Analyses -
運搬スケジューリング問題とその周辺




組合せ最適化-理論と実務を繋ぐには


Local Search Algorithms 
for the Constrained Routing Problem


良いメタ解法を作るには


Speeding up immediate selections 
on job shop scheduling problems

自動販売機コラム割当問題





資源制約付きスケジューリングのコンポーネント開発



ロジスティクス工学にむけて 




サプライ・チェイン最適化 -配送計画を中心として- 




ロジスティクス工学とサプライ・チェイン・マネジメント


事例：自動販売機に対する在庫配送計画





配送計画最適化システムMETROと
巡回セールスマン問題ソルバーTSP Solve

On the inventory vehicle routing problem


動的ロットサイズ決定モデルに対する効率的な定式化
近似解法からメタ解法へ
--巡回セールスマン問題を例として--


サプライ・チェイン最適化の最新動向


Efficient Formulations 
for the Multi-Echelon Dynamic Lot-Sizing Problem





Solving the Dynamic Lot-Sizing Problem with Safety 
Stocks and Limited Inventories based on New Properties

サプライ・チェイン最適化とその周辺


サプライ・チェィン最適化の理論と実際

Algorithms for the Freight Network Design Problem 

安全在庫を考慮したサプライ・チェイン・ネットワーク
最適化モデル

Vehicle routing problem and its application 
to the vender managed inventory

Effective local search for the vehicle routing 
with general time window constraints

ロットサイズ決定問題の最近の動向と
MIPベースのメタ解法



サプライ・チェイン最適化
-モデル，アルゴリズム，意思決定支援システム-

積替回数制約をもつ施設配置ネットワーク設計問題の解法



ロジスティクスにおける最適化ツール



サプライ・チェイン最適化入門



A strategic supply chain network model with safety stock




グリッド技術を用いたサプライ・チェイン最適化システム

研究室割り当てシステムの開発


容量制約をもつ多品種フローネットワーク設計問題
に対する容量スケーリング法

安全在庫配置を考慮したロジスティクス・ネットワーク
設計モデルに対するWebアプリケーションの開発

安全在庫配置問題における混合整数計画による
定式化の比較

グリッド技術を用いたサプライ・チェイン最適化システム

ロジスティクス・ネットワーク設計の基礎と応用


サプライ・チェィン最適化の最近の動向について




A Capacity Scaling Procedure for the Multi-Commodity 
Capacitated Network Design Problem

A hybrid metaheuristic for production planning




Hybrid tabu search for lot sizing problems





サプライ・チェイン最適化-複雑性と不確実性を超えて-

サプライ・チェイン最適化のモデリングについて


区分的線形費用をもつ多品種フロー輸送
ネットワーク設計問題に対する容量スケーリング法

An algorithm for the cardinality constrained 
bin-packing problem




サプライ・チェイン最適化-現状と課題


複雑性，不確実性，系外要因を考慮した
サプライ・チェインのモデリングと解法について



最短路問題の拡張に対する高速アルゴリズム


枝長が不確実性をもつ最短路問題に対する
ロバスト最適化アプローチ

ロジスティクスにおける最適化技術の展望



Supply Chain Optimization



Supply Chain Optimization 
-Models, Algorithms, Decision Support Systems,
 and Applications -

最短路をものすごく速く答える方法

最短路高速検索のための階層メッシュ疎化法
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4.　著　書

	発行年月日
	書　　　名
	発行機関等
	※
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H9年9月
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	メタヒューリスティックス，離散構造とアルゴリズムIV
（共・寄与率約20％）
巡回セールスマン問題への招待（共・寄与率約80％）

インターネット時代の数学（共・寄与率約10％）

ロジスティクスの基礎（共・寄与率約5％）
組合せ最適化（共・寄与率約60％）

生産管理の事典（共・寄与率約3％）
OR辞典（共・寄与率約1％）


組合せ最適化とアルゴリズム

ロジスティクス工学

アルゴリズム工学（共・寄与率約10％）

サプライ・チェインの設計と管理-コンセプト，戦略，事例-
（共・寄与率約30％）

応用数理計画ハンドブック（共・寄与率約20％）

実務家のためのサプライ・チェイン最適化入門
マネージング・ザ・サプライ・チェイン（共・寄与率約30％）

メタヒューリスティクスと応用（共・寄与率約10％）

ロジスティクスの数理
サプライ・チェイン最適化ハンドブック

	近代科学社


朝倉書店

共立出版
税務経理協会
朝倉書店
朝倉書店

日本オペレーションズ・リサーチ学会40周年記念
共立出版

朝倉書店

共立出版
朝倉書店
朝倉書店
朝倉書店
朝倉書店
電気学会技術書
共立出版
朝倉書店
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「教員個人調」及び「教育研究上の業績一覧」記載要領

○　「教員個人調」について

　1　「学歴」欄

　　　　大学（短期大学を含む。）入学から記入する。

　2　「学位,免許等」欄

　　　　学位，称号及び免許及び資格等を記入する。

　　　　（1）学位とは，博士，修士及び学士（それぞれ外国において授与された同等のものを含む。）をいう。
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　7　「賞罰」欄

　　　　（1）賞とは，国，地方公共団体又は学会等の法人により与えられたものをいう。

　　　　（2）罰とは，法律上の罰をいう。

　8　「写真」（たて4cm×よこ3cm）
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○　「教育研究上の業績一覧」について

　1　「学術論文」欄

　　　（1）学術論文とは，全国規模の学協会（外国における同等のものを含む。）の論文集等に掲載された審査付き論文をいう。（博士論文を含む。）

　　　（2）博士論文は冒頭に記入し，その他の論文は発表順に記入する。

　2　「発表論文」欄

　　　 学術論文以外のもので，審査無しの公刊論文をいう。

　3　「研究発表」欄
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　　　（2）学会等において審査を受けない，前記(1)に準ずると思われる研究報告。

　　　　　（国際会議等における，審査を受けない前刷りまたは研究報告を含む。）
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　4　「著書」欄
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　5　「その他」欄
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　　　　　　記入例：（平成12年6月8日 ○○学会△△論文賞受賞）
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　　 （5）※欄には記入をしないこと。
